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クラスタストレージレポートをカスタマイズする

Active IQ Unified Manager でクラスタモデル別の容量を表示
するレポートを作成する

クラスタのストレージ容量と利用率をストレージ システム モデルに基づいて分析するた
めのレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、クラスタ モデル別に容量を表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ > クラスター をクリックします。

2. 「表示」メニューで、容量 > *すべてのクラスター*を選択します。

3. 「表示/非表示」を選択して、レポートに表示したくない「Cluster FQDN」や「OS Version」などの
列を削除します。

4. 「Total Raw Capacity」、「Model/Family」、および3つの集計列を「Cluster」列の近くにドラ
ッグします。

5. 「Model/Family」列の上部をクリックすると、結果をクラスターの種類別に並べ替えることができま
す。

6. ビューが示している内容を反映した特定の名前（たとえば「クラスタモデル別の容量」）でビューを保存
します。

7. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

8. *スケジュールの追加*をクリックして、*レポートスケジュール*ページに新しい行を追加し、新しいレポ
ートのスケジュール特性を定義します。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、特定のクラスタに容量を追加したり、古いクラスタ モデルをアップグレ
ードしたりすることができます。

Active IQ Unified Manager で未割り当て LUN 容量を持つクラ
スターを特定する

未割り当てのLUN容量が最も多い（0.5TBを超える）クラスタを検出するレポートを作
成して、ワークロードを追加できる場所を特定できます。

開始する前に
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• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、未割り当てのLUN容量が最も多いクラスタを表示するカスタム ビューを作成し、そのビ
ューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ > クラスター をクリックします。

2. 「表示」メニューで、容量 > *すべてのクラスター*を選択します。

3. レポートに表示したくない列を削除するには、*表示/非表示*を選択してください。

4. 「Unallocated LUN Capacity」列を「HA Pair」列の近くにドラッグします。

5. フィルターアイコンをクリックし、以下のフィルターを追加してから、*フィルターを適用*をクリックし
てください。

◦ 未割り当てのLUN容量が0.5TBを超えている

6. 「Unallocated LUN Capacity」列の上部をクリックすると、未割り当てLUN容量の大きい順に結果
を並べ替えることができます。

7. ビューが表示している内容を反映した特定の名前でビューを保存します。たとえば「Most

unallocated LUN capacity」と入力して、チェックマーク（ ）をクリックします。

8. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

9. *スケジュールを追加*をクリックして、レポートスケジュールページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、クラスタの未割り当てLUN容量を使用できます。

Active IQ Unified Manager で利用可能な容量が最も多い HA
ペアを表示するレポートを作成する

新しいボリュームやLUNのプロビジョニングに使用できる容量が最も多いハイアベイラ
ビリティ（HA）ペアを検出するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、新しいボリュームやLUNのプロビジョニングに使用できる容量が多い順にHAペアをソー
トして表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定しま
す。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ > クラスター をクリックします。

2. 「表示」メニューで、容量 > *すべてのクラスター*を選択します。
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3. レポートに表示したくない列を削除するには、*表示/非表示*を選択してください。

4. 「Aggregate Unused Capacity」列を「HA Pair」列の近くにドラッグします。

5. フィルターアイコンをクリックし、以下のフィルターを追加してから、*フィルターを適用*をクリックし
てください。

◦ アグリゲートの未使用容量が0.5TBを超えている

6. 「Aggregate Unused Capacity」列の上部をクリックすると、未使用のアグリゲート容量が最も多い
順に結果を並べ替えることができます。

7. ビューに表示される内容を反映した特定の名前（たとえば「使用率が最も低いアグリゲート容量」）でビ
ューを保存し、チェックマーク（ ）をクリックします。

8. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

9. *スケジュールを追加*をクリックして、レポートスケジュールページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、アグリゲートの容量に応じてHAペアのバランスを調整できます。

Active IQ Unified Manager で古いバージョンの ONTAP を実行
しているノードを表示するレポートを作成する

すべてのクラスタ ノードにインストールされているONTAPソフトウェアのバージョンを
表示するレポートを作成して、アップグレードが必要なノードを確認できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、古いバージョンのONTAPを実行しているノードを表示するカスタム ビューを作成し、そ
のビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ>*ノード*をクリックします。

2. レポートに表示したくない列を削除するには、*表示/非表示*を選択してください。

3. 「OS Version」列を「Node」列の近くにドラッグします。

4. 「OS Version」列の上部をクリックすると、最も古いバージョンの ONTAP 順に結果が並べ替えられま
す。

5. ビューの内容を反映した特定の名前でビューを保存します。たとえば、「Nodes by ONTAP version」
とします。

6. インベントリページの「スケジュール済みレポート」ボタンをクリックします。

7. *スケジュールを追加*をクリックして、レポートスケジュールページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。
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8. レポートスケジュールの名前を入力し、その他のレポートフィールドへの入力を完了したら、行の最後に
あるチェックマーク（ ）をクリックします。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、古いバージョンのONTAPを実行しているノードをアップグレードできま
す。
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